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（森企画監） 

それでは、ただいまより令和７年度第１回の総合教育会議を開催いたします。 

学校教育課の森です。市長と教育委員の協議に重点を置くため、市長が議長を務めず

に事務局の方で進行させていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

それでは、会議次第に沿って進めさせていただきます。植田市長より開会の挨拶をお

願いいたします。 

（植田市長） 

はい、大変お世話になっております。市長の植田でございます。 

 本日は、第７年度第１回室戸市総合教育会議を開催いたしましたところ、教育委員の

皆様にはお忙しい中ご出席いただきましてありがとうございます。 

 昨年度から統合中学校の問題等々で教育委員の皆様方には、本当にご迷惑をかけた

り、お世話になったりしてきましたけれども、ちょうど先般に臨時議会がありまして、

統合中学校の用地の買収と事業が進む予算を可決していただきました。 

令和 10年 4月の開校予定が 1年遅れましたけれども、今の状況では用地の所有者の

方々から全員仮契約ができるように職員の方々が頑張ってくれまして、めどが立ったと

いうことです。 

用地が一番、統合中学校のハード整備をするのに大事な要件になるんですが、それが

ひと山越えても、まだ色々な問題がありますので、できるだけ担当職員としっかり対応

しながら、令和 11年 4月には必ずオープンのできるように頑張っていかなければいけ

ないなという、強い意志を持って取り組んでいるところでございますので、引き続き学

校の問題もよろしくお願いしたいなと思います。 

 合わせて学校の整備が始まりますと、新しい中学校の校歌だとか制服だとか、様々

な問題が出てきて、そのための組織も作って、教育委員の方々にはそうしたところにも

またご指導、ご意見を賜りながら考えていかなければいけないといった、ワンステップ

上がったステージの問題も出てきますけれども、そうしたことも合わせて今後の取り組

みにぜひご協力いただけますようによろしくお願いをしたいと思います。 

今日の議事は資料にもありますように、市の教育振興基本計画における令和 7年度事

業実施計画について、また本市の教育振興基本計画の策定について等々、議題がありま

すので、どうぞ率直な忌憚のないご意見を賜りますようによろしくお願い申し上げまし

て、開会の挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

（森企画監） 

ありがとうございました。 

それでは室戸市総合教育会議の構成員についてですが、市長および教育委員会と規定

されております。 

本日はオブザーバーとして、黒岩副市長、辻こども子育て支援課長にご出席をいただ

いております。よろしくお願いします。 

多田委員については所用のため途中で退席をするという連絡をいただいております。 



それでは、議事の方に入りたいと思います。（1）室戸市教育振興基本計画における令

和 7年度事業実施計画について、事務局より説明をお願いします。 

（松下教育次長兼学校教育課長） 

（資料に沿って説明） 

（正木生涯学習課長） 

（資料に沿って説明） 

（森企画監） 

事務局からの説明が終わりました。ここから協議及び意見交換とさせていただきま 

す。 

（多田委員） 

文化芸術活動の推進のところですけど、毎月広報に出ている色々な教室のご案内って

あるじゃないですか。体操だとかヨガだとか色々ある中で、陶芸教室だけここで取り上

げられているのは、何か意味があるんですか。 

（正木生涯学習課長） 

色々教室がある中で陶芸教室だけ抜き出しているのには特別な意味はないです。 

（堺生涯学習課長補佐） 

生涯学習課、教育委員会が担当している教室としては陶芸教室で、体操だとかヨガだ

とかは、保健介護課の担当になります。 

（多田委員） 

わかりました。ありがとうございます。 

（和泉委員） 

学校教育内容の充実のところです。今日の教育委員会の定例会で、令和６年度の自己

点検・評価報告書の話をなさっていました。その中で、学校教育内容の充実のところが

自己評価が C 段階だったんです。 

室戸市のその学力を、子どもたちの学力うんぬんのことで、令和６年度の事業はこれ

をして、C 段階だったと。令和７年度は、去年の結果に基づいて、こういう新たなこと

をしましたとかっていう、そういう説明があったら、ありがたいです。 

（森企画監） 

児童生徒の学力の向上のところですが、この後の協議事項でも学力のことについて説

明をさせていただきます。 

まず学力の向上というところで、学力調査の分析ということを行っていたのですが、

今まで校内の研修、校内研修マネジメントをどういう風に行っていくかということを中

心にやってきた研究主任会を、学力分析会ということで、教科の分析をするとか、今後

それを授業でどういう風にやっていくのかというような研修の内容に変えました。その

時には必ず講師の先生に来ていただいて、どういう授業が求められているのかとか、そ

の問題を解くためにはどういう指導が必要なのかというようなことを、算数であったり

国語であったり考えました。中学校の方はそれぞれの教科を担当でということではある



んですけれども、小学校の方も算数、国語それぞれに分かれて教科分析をした後で、研

究主任１人だけが担うのではなくて、全体で共有して取り組んでいくというような方法

をとるようにしています。 

あと新たに、ここには書いてないですけれども、学力分析について、小学校と中学校

とで一緒に学力の分析会を行うということを、全部の４つの中学校区でこの夏休みに、

講師の先生を招聘して行っています。 

小学校がどうとか、中学校がどうということではなくて、同じ子供を小学校と中学校

で育てるっていうところで、どういうところが足りないのか、どういうことを引き継い

でやっていったらいいのか、小中でどのように一緒に進めていったらいいのかというこ

とを話し合うというような研修を、昨年度から新たに加えて学力向上を図っていきたい。  

授業改善という点で、学力向上のための授業改善を小中でできるという風に進めたい

という風に考えております。 

（和泉委員） 

はい、ありがとうございました。学力テストなら、そのテストの結果によって本当に

右往左往されることがあって、各教科のこと。結局、文部科学省が言うのは体験的な学

習で、力をつけていくという風なことが基本だと思うんですね、学習指導要領を見てい

たら。だから、教科のどういう風な問題をとったら、問題の解き方のノウハウ、それも

大事やけど、本当に基本になるような日々の学校の取組っていうことを各学校でされた

らいいかなっていう風には思いました。ありがとうございました。 

それと、室戸市のアクションプラン、室戸中学校と室戸小学校がしているのがアクシ

ョンプランでしたか。 

（森企画監） 

県の指定事業と室戸のアクションプランを兼ねて行っています。 

（和泉委員） 

これからの子どもたちに必要な外国語学習っていうのを、せっかくそのいいプランで

勉強している。それは、室戸市全部の小学校、中学校の先生が共有するっていうことが

大事だなっていうことを思います。 

それで、室戸小学校には、直山先生が、外国語学習の小学校の基礎を築いてきて、文

科省でやってきた先生が、せっかくこうして来てくださっていたので、それを中学校の

先生も見たらかなり勉強になると思うんですよね。だから、室戸小中だけにとどまらず

に、ある程度広めていって、室戸市全部の外国語学習の底上げをする。 

せっかくこういう良いプランの、指定を受けているので、これから今年度も勉強され

ていくと思うんですけど、全部の先生の資質向上と、それから、室戸市の魅力ある学校

づくりっていうか、統合中学校をどうするかっていう風なことの問題も含めてのことで、

今このプラン、アクションプランを受けている、あれを、もっと進化させていただけた

らどうかな。それがこれからの子どもの学力にも、全部の底上げにもつながるかなとい

う気がしました。ありがとうございます。 



（森企画監） 

外国語の指定につきましては、アクションプランとしてではなく、県の指定事業で行

っているものですが、本当に、おっしゃるように、室戸市全部で、室戸小中だけではな

くて全体にということは、せっかくこういう機会ですので、担当とも考えて、できたら

そういう風に取り組んでいきたいと考えていきます。 

魅力ある学校づくりにつきましては、アクションプランと昨年度まで県の指定事業で

取り組んでいたものをアクションプランとして継続して行っていくということを、統合

中学校に向けて取り組んでいくという形を続けていきたいという風に思っております。 

（百田教育長） 

今年から室戸高校の方も外国語活動、教育を一緒にやってくれる事になりました。こ

こまでなかなか時間がかかりました。現実になったら。今年室戸高校がそうやって入っ

てくれたっていうのは、３年前から、子どもたちの英検の受験料を年に１回補助してお

りましてですね。全体で英検の受験者が増えてきていて、準２級、いわゆる高校２年生

あたりのですかね、そういったあたりの子どももね、室戸高校に行き出したんですよ。

ですからやっぱりそういった面で高校の先生方も、そのあたりの考慮をしてくれている

んじゃないかと思っております。 

（和泉委員） 

教育長からの話もありましたけど、今日の新聞で室戸市が１万人割れと出ていました

よね。それを見た時に、いや、こんなにまた。７月１日の推計が１万人くらい、８月１

日の推計が１万人割れたと、１月で１００人くらい減っているのかと。それを見た時に、

これから統合中学校を作っていく時に、室戸市に、これから人を呼ぶ、人が来る、そし

て室戸市から人が流れていくっていう風なこと、やっぱり学校が基本やなっていうこと

思ったんですよ。もちろん室戸高校も大事。高校の入試制度も変わるということも言わ

れている。学力検査も課さない、課さなくて、推薦で全国公募。それはそれでいいこと。 

でも、室戸市が。ずっと前からこう言っているんですけど、やっぱり中心に保小中の

充実っていう風なこと、これくらい人口が減ってくる。子どもたちの、不登校が出てき

た時に市外へ出ていく子がおったら、家族も出ていく。そういう風なことを考えた時に、

ふと、統合中学校の役目って大事やなって私思ったんですよ、今朝の新聞でね。だから、

高校ももちろん大事、でもここで子育てをして、子どもが出て行ったら親も出ていく。 

そういう風な連鎖。 

それから、若い人だけじゃなくって、最近近所の人が仕事の都合で他の市町村に引っ

越して住民票を移したっていうことを聞いた。「えっ。」って思ったのね、５０代６０代

の方。で、それはそれで置いといて。 

要は、学力のこと、それから不登校のこと、これから学校のあり方のことを考えた時

に、やっぱり統合中学校、そしてそれに続く子どもたちのことをしっかりと考えていか

ないといけないということを本当に思います。だから今外国語活動のこととか、これか

らの中学校の未来像とか、そんな風なことをちょっと話しました。 



（植田市長） 

人口のことだけ補足させてもらいます。県の人口推計の計算の仕方と、我々が推計し

ている人口の人数が違っていまして、現実、市役所の方も毎月の人口を計算していて、

７月末の人口は１万９７９名と上げていますけど、県が昨日、県の人口推計の試算の仕

方で１万人を切りましたみたいなことの発表をしている。 

そこなんかを、我々としては危機意識を高めて、そうした人口がどんどん減少してい

くことは、分かって対応してきているんですけど。結構、市の担当職員なんかも頑張っ

てくれて、移住者が他の市町村に負けないくらい、１００人を超えた移住者を、この３、

４年間頑張ってやってきている。そんなことなんかもちゃんと加味された数字かな、み

たいなことを、担当にも聞いてみたらどうか、というような話をしているようなことで

したけど。ちょっと数字的には、県がどんな形の人口推計で結果を出したか、ちょっと

まだ私に把握できていなかったという、そんな問題はあるけどね。実際、１万人は今ま

で切ってないように受け止めています。 

（森企画監） 

他にありませんか。それでは、次、⑵第４期室戸市教育振興基本計画の策定について、

事務局より説明をお願いします。 

（松下教育次長兼学校教育課長） 

（資料に沿って説明） 

（森企画監） 

このことについて何かご質問はありませんか。ないようですので、次の議事の⑶協議

事項①令和７年度全国学力・学習状況調査結果について、事務局から説明をお願いいた

します。 

（森企画監） 

（資料に沿って説明） 

（森企画監） 

それでは、説明が終わりましたので、協議をお願いしたいと思います。 

まず、市長の方から何かご意見はないでしょうか。 

（植田市長） 

 全体的な話を聞いて、個人的な学習時間が少ないなといったところに対して、学校

や家族のその支えというか、指導がどうだろうかと感じたんですけど。 

やはり子どもたちが学習、勉強することが楽しいような工夫をされた授業が現場でで

きているんだろうかなと。僕も学校から随分時間も経ちましたけれども、魅力のある学

校っていうようなことをネットなんかで検索したら、子どもたちが主体的に学びたくな

るような教え方をされて、その問題を解読する質問ではなくて、解読したくなるような

問題の出し方を工夫されているとかいうような、仕組みというか仕掛けが作られて、必

然的に子どもたちがそれに関心を持って、楽しみながら勉強するというようなことに努

力をされているような学習方法なんかが、学校現場でも取り組まれている物事が、ネッ



トなんかで検索するとあったりするんですけど。 

そうしたことなんか、室戸市の学校がどうかはちょっと把握できてないんですけど、

やっぱり子どもたちというのは楽しくなることに、やっぱり寄り添うと思うので、教科

書の物事だけというよりも、それに何かこう味付け、スパイスをつけて、子どもたちに

関心を持たせて、学習を家庭でもしたくなるようなところに、もうちょっと工夫がいる

のかな、あっていいんじゃないかなというようなことを感じた次第でございます。 

よく現場の先生方は頑張っていただいて、全国平均よりも高い数値もしっかり出して

くれている教科もありますし、学年もありますので、そうしたところがやっぱりそうい

った背景があるのかないのかもわからないですけれども、まだ全国レベルに追いついて

ないところは、またそんな工夫なんかも今後考えてみるのも一つじゃないだろうかと受

け止めた次第でございます。 

（森企画監） 

委員の皆さんは、よく学校訪問の時に授業をご覧になられていると思いますけど、今、

市長が言われたような、子どもが楽しいと思う、主体的にこうやってみたいなと思う、

そういう授業をされているというのは感じられますでしょうか。そのあたりいかがでし

ょうか。 

（植田市長） 

自分たちの子どもの頃とかなり授業の内容というか、教え方とか、タブレットなんか

も我々の時代はなかったと思うけど、そんなものが上手に楽しさに変わるような使われ

方ができているのかできていないのか。 

今、話があったようなことのようなことの背景を思うと、かなり現場の先生方もそう

した工夫をされて授業にあたられているんだろうかなというふうに受け止めましたけ

ど、そうやって学校で学んだことが家庭に帰って、引き継いで、もっとこれを探究して

みようとか学んでみようとかいうようなところにたどり着けたら、大変いいかなという

ふうに思いますけどね。 

（和泉委員） 

今の質問は、学校訪問の時に先生たちがそういう授業をしているかどうかっていうこ

とを答えるみたいですね。宿題のこととか、どんなことを。 

（森企画監） 

授業について。まず、楽しいというふうに子どもが感じて学べているかどうかってい

うところです。 

（和泉委員） 

そしたら、私の感想として、私たちの時代は、もう本当に教え込むっていうのが主流

だったと思う。それが学習指導要領が１０年ごとに改訂され、教科書も変わり、国の方

針とかが変わっていって、今はもう探究的な学習、自ら探究、自ら学ぶっていうような

ことに変わっていく。教科においても、１年生の時の理科社会って多分、私たちの世代

はあったと思う。それが理科社会が一緒になって、「生活科」っていうのに教科も変わ



った。理科社会から生活科。総合的な学習も出てきた。それからゆとり学習、詰め込み

がどうやって、ゆとりの時代があって、ゆとりはダメやっていう時代があって、また新

たにっていうようなことが出てきたので、社会の流れ、それから世界情勢の流れの中で、

日本の教育現場も、現場も変わって当然。国の考え方も文部科学省の考え方も変わって

きた。そこでできる学習指導要領に基づいて、公立学校の教員は勉強して、今の時代に

あった学習指導要領というものにあった教え方をしている。ということは、学校訪問し

てからはわかります。 

それから、新しく外国語が出てきた。それも最初は５、６年生の外国語活動っていう

名前で出てきた。もちろんそれは通知表評価はしなかった。でも５、６年生も教科とし

て決められた。そしたら評価をしないといかん、通知表で。今、５、６年でやりよった

ことが３、４年生に下りてきている。外国語活動として。こういうふうに、時代がこう

流れによって、流れて、本当に現場は変わってきているので、教員の研修は絶えず必要

ということを思います。 

それで、返答として、学校現場は教育界の変動に応じて、そういうふうなことをして

いるなっていうことはわかります。先生の上手下手とかいろんなことはあると思うけど、

気持ちね、気持ち。だからこれはこうですよっていうような、そういうふうなことして

いるのは見かけないよね。 

（佃委員） 

私も同じですけど、ただ生徒がそれに対応しきれているのか、自分で本当に探究でき

ているのか、生徒の引き出しを自らが引き出せているのかって言ったら、まだそこまで

届いてないです。 

（和泉委員） 

教員が、今のその学習のやり方とか教育現場のことが、自分なりのね、理解、咀嚼が

できているかっていうことがまずあると思う。まず。 

（植田市長） 

それは教員側の問題の話ですか。 

（和泉委員） 

教員側の問題もある。だから教員側の問題をどうするかっていうのは、教育委員会が

教員に対してこういう研修をしていくっていうふうなことじゃないと、今の本当に退職

間際の先生なんて、採用の時、英語教えなさいなんて絶対言われてない。今のこれから

教員になろうという人たちは、もう小学校過程とか総合過程で、教員に小学校で英語を

こんなに教えますよっていうことを学んで来ている人たち。そこのギャップがある。じ

ゃあそれをどうするかって言ったら、学校の中で、チームで組織力で教員の指導力を上

げていく。 

まず教員がわかってないと、プログラミングなんてわかってないと、子どもに教えよ

うがない。子どもの方が、ある先生が言うには、子どもの方がね、余計にさっさとでき

るわって言っていた。それはそれでいいと思う。だから難しいよね。ほんまに。これは



したいけれど、まだそこまでに自分も至ってない、教員も至ってない。至っている先生

は子どもにどうやってしていくかっていうような。だから、十分なことはありえない。

まだ途上だと思う。 

（植田市長） 

ほら、ネットを開いて、全国で有名な特徴ある学校、授業ができている学校はどんな

ところがあるのか、みたいなことを検索する。その目的は何かと言ったら、新しく作ろ

うとしている統合中学校に、地元の中学生だけじゃなくて、全国から室戸の中学校が新

しくできた統合学校はすごいぞ、面白い教え方をされているぞとか、すごい子どもたち

が育つ学校になっているぞとかいうようなところを、どうしたら、そうなるのかみたい

なところで、面白い中学校がないかと検索をしたら、そんな教え方をされているのかと

いうことが出てきて、よかったり悪かったりするっていうのもあると思うけど、ニュー

スになるぐらいに結構評価されているような学校も多いんだけどね。結構、え、こんな

こと教えるのか、こんな方法があるのかみたいなことの、びっくりするようなことなん

かを、枠にとらわれずにやれているような学校もたくさんある。 

（和泉委員） 

それはね、特区っていうのがありますよね。テレビで見るような特別な。 

（植田市長） 

今は、ほら、そんなこと考える時期じゃないですか。新しい統合中学校を作るという

時に、今の中学校の現場を見た時に、こういったところがこうなったらいいのにな、と

いうようなことを意識して、今の時期に、やっぱり提案をして、こんな授業にしません

か、こういった施設にしませんかいうところは、今はまだ言えるので、どんどんはめ込

んでいけたらいいかなと思う。 

（和泉委員） 

そのね、思うことは、やっぱり基礎基本っていうようなこと、不易と流行というのが

あるけど。これを外したらいかんっていうのが、特別支援の子どもたちをどう対応する

か、っていうふうなことね。まあ今、発達障害って言われるけど、それがもうポピュラ

ーになってきたの。余計そのパーセンテージが上がってきたかと思うんですよね。それ

で、本当に子どもの学力を、楽しい学校にする、基本っていうのはやっぱり押さえとか

ないかんと思うので、その上に物事が成り立っている。だから、不登校のこと、それか

ら特別支援のこと、それから今言われる、これから新しく入ってくる外国語活動のこと、

それと、やっぱり学校行ったら楽しいなっていう仲間づくりかな。そんな基本をしっか

り押さえた上での施設設備というふうに思います。それで、怠けている先生はおらんと

は思うがやけど、それがうまくいくかいかんか。不登校の問題でもそうやけど、こっち

がよかれと思ってしたことが、子どもにとっては、親にとってはよかれじゃなかったり

とか、そんなこともあったかな。ちょっとずれました。 

（植野委員） 

今、室戸市は特に複式学級が次々増えていっていて、それに対応する先生がすごい苦



労をしているなっていうのが、参観日に行っても、学校訪問に行ってもすごくわかって。 

一つの教室を半分で、前後で違うことして、支援員さんもおられるけど、やっぱり先

生が一人で半分、４５分授業やったら、半分半分、先生がいない授業。まあその分、子

ども同士で発表したり教え合いをしたりはしていますけど。先生からもちょっと大変っ

ていうこともお聞きしますし、子どもはもう気になったりもするし。元々一つの教室で

やっているんで仕方ないとは思いますけど、そういう複式に対する先生のやり方とか、

そういうのは、研修というのはされていますか。 

（森企画監） 

そういうものもあります、研修の中に。学校全体で、指定を受けている学校に行った

りとか、あと講師の先生を呼んで、そういう授業の学習についてっていうような。ただ、

それはすぐにやっぱり身につくものでもなかなかないですので。 

（植野委員） 

そういうのって、やっぱり全員の先生が対象ですか。新米先生とか、採用したての先

生とかもおられるけど。全員の先生が研修対象ですか。 

（森企画監） 

今、室戸市内の中で複式学級がないのは室戸小学校だけでして、あとの６つの学校は

複式学級があります。佐喜浜に至っては完全複式で、１・２、３・４、５・６の３クラ

スしかないような状況ですので、今後もそういう研修だとか、複式学級で授業をするっ

ていうのが、それは教師はやっていかなくてはいけないところで、研修していかなくて

はいけないものではあります。やっぱり苦労されているっていうとことは実情としてあ

ると思います。保護者の方も多分見ていて、心配に思われるところはあるかと思います。

複式のメリットっていうところが、今なかなかそういうのが見えづらくて。 

（植野委員） 

最初は、一つ上の学年の子を見たら、この先の勉強になるかなと思ったけど、やっぱ

りそれどころじゃなくて、自分の今の目の前のことをするのに集中した方がいいのかな

って、だんだん思うようになって、実際自分の子どももそうなので、まあいいところも

全然ないわけじゃないと思いますけど。 

（多田委員） 

先ほどもおっしゃっていたように、その支援の必要な子どもたちのこともあるし、室

戸は人口、生徒数が少ないじゃないですか。それで、数字のマジックみたいなのがあっ

て、大きな何百人もいる学校の平均と、こういう少ない人数の平均と、ただその数字だ

けで一喜一憂しても仕方ないと思うし。 

例えばこれで言うと、令和４年度の小学６年生の子が、今年の中学３年生ですよね。

全国平均より上回っている。じゃあ令和６年の時の全国平均より下回っているこの子た

ちが、中学３年生になった時に、これがどうなっているか、そこを指導するのがやっぱ

り大事で、このグラフだけ見ても、あんまり意味はないと思うし。 

それと先生方は大変準備もされていて、ただ先生にもよるんですけど。教科書も私た



ちの時代より随分本当に親切で楽しい教科書になっているし、先生の準備も大変。これ

は本当に、労働基準法はどうなのかというぐらいされていると思います。ただ、まあ本

当に個人差があって、先生によっては、なかなか指導しても言うこと聞かない先生とか

おいでたりもするという話も聞きますし、そこら辺をいかに先生の方も底上げ、生徒だ

けじゃなくて、それも同じように課題の一つとしてやっていっていただきたいと、思い

ます。 

（和泉委員） 

複式に当たっては本当に課題も、良い点もある。理科とか英語は、複式にはしてほし

くない。人数少なくても。 

（植田市長） 

それはどういう点からそう考えていますか。 

（和泉委員） 

どういう点からかと言ったら、理科の実験をする時に、やっぱり５年と６年の実験は

違う。それで学校によっては、A 年度 B 年度って言って、この年は５年生の実験をや

ります、この時は６年の実験をやりますっていう風にやっているところもあるけど、そ

の子が転校してきたり転入してきたり、いろんなことで、やっぱりその学年の理科はや

らないといけないと思う。そしたら理科の実験っていうのは、両方でなかなかできるも

のじゃない。危険も伴うし、外へ行くこともある。だから、もう複式においては理科、

それから外国語、英語も複式ではできない。 

あの、５年と６年は全然違うので、まあまだ小学校統合までの問題は出てないので、

これから複式学級になるので、まあ少なくとも理科、外国語、社会。それは別々で勉強

するようなことを、これからの市としての、教員の支援とか確保にもよるけど、小中連

携になるけど、それはやっていってもらいたいと思う。 

（植田市長） 

  そういうようなことは学校現場では認識はされていますか。 

（森企画監） 

理科については、例えば級外の先生が、５、６年生の理科をまとめてやる時間に、ク

ラスを分けてやるという校内操作をして、一緒にやっているという状況はありません。

外国語についても、例えば佐喜浜中であれば、中学校の先生が乗り入れをして、クラス

を分けてやれるように工夫をしています。 

（和泉委員） 

 吉良川小学校はどうですか。 

（森企画監） 

吉良川は５年と６年は、別々で６が単式で、４、５が複式となっています。 

（和泉委員） 

羽根小学校はどうですか。 

（森企画監） 



羽根小も６年は単式です。今のところ５、６は別々です。 

（和泉委員） 

これからまた複式、完全複式になった時の教科のこと、子どもの学力がっていうとこ

です。 

（森企画監） 

はい、そういうことはないようにしていきたいとは思っておりますので。わかりまし

た。 

（植野委員） 

小学校６年生と、中学校３年生の学力テストのことですが、これって前もって、いつ

にしますので、テスト前なので勉強してきてねとか、そういう声かけをするのか、もう

この日にするからねって予告で終わるのか、これはテストに向けて何か対策とかされて

いるんですか。 

（森企画監） 

この全国学力・学習状況調査については、テストをする日が決まっています。私が学

校にいた時とかは、それに向けての過去の問題を解いたりとかしていました。やっぱり

様式が、こういうような冊子で、普段であればこういうのをやることはありません。別

に解答用紙があって書いたりするので、問題をこっち開けてこっちで回答というような、

こういう冊子でやりますので、こういうのに慣れてないっていうようなこともあるので、

そういう意味での練習をしたりっていうこともあったかもしれません。でも、もうこれ

に向けてこれだけを解けばいいというようなことは、昔に比べたら無いと思います。た

だ、そういうやり方に慣れるっていうようなことが大事だったったり、昨年度、やっぱ

こういうことができていなかったので、こういうことを集中してやらないかん、授業の

中でやっていかないかんっていうような取組の中でやられているということはあると

思います。日は決まっているので、それに向けてというよりも、それまでに分析で出て

きた課題について授業の中で改善していこうというように各校がされていると思いま

す。 

（植野委員） 

この分数の正解率が悪かったものも、こういうの間違いやすいよとか、そんなのもな

く、もう。 

（森企画監） 

そうですね。こういう問題をやるっていうことは、事前には出されないので。こうい

うような問題ができるように授業を改善してくださいよっていうメッセージといわれ

ています。こういう問題ができるような授業をされていますかっていうことを、国が示

しているということなので、そこを分析をした上で授業改善に結びつけていくっていう

ことが大事になってくるかなというふうに思っております。 

（植野委員） 

わかりました。ありがとうございます。 



（佃委員） 

逆にこう、解答率が少なかったり、正解率が少ないっていう問題について、後々、も

う一度それをやり直すとかっていうのはないんですか。 

（森企画監） 

それは、あると思います。なぜ、どこができてないのか。解答用紙自体は提出します

が、それを大体各校コピーをしていまして、この子がどういう解答をしているのかって

いうことは手元に置いています。その中からこういう答え方をしている、こういうこと

が足りないっていうところで、２回目やり直したり、問題を解き直したりするっていう

状況もあります。 

たくさんご意見をどうもありがとうございました。 

 次に協議事項②不登校の現状について、事務局より説明をお願いします。 

（森企画監） 

（資料に沿って説明） 

（森企画監） 

それでは、説明が終わりましたので、協議をお願いしたいと思います。 

まず、市長の方から何かご意見はないでしょうか。 

（植田市長） 

はい。現場の先生は大変こうした子どもたちへの指導にご苦労されているんじゃない

かなというふうに受け止めております。報告、説明にもありましたような原因、あるい

は学校の取組といったことの状況を聞きながら、この中の具体的な保護者との対応がど

のようにできているのかなといったような状況が分かったらちょっと補足していただ

いて、学校が保護者にこうした不登校に流れそうな子ども、あるいはなってしまった子

どもにどのようなアドバイスやご指導、連携を持たれているのかなといったことがちょ

っと気になりました。 

市役所の職員もそうですけども病休になって休んでしまう。聞いたら精神的な不安だ

とかで休まれる方も少なくないんですけども、そんなときに予兆が判ったら、一声かけ

たり、支えあいができたりするような環境があることで改善されて休まずに頑張れるよ

うな状況もあるように思っていますので、学校の子どもたちにもそのようなことがある

のではないかと思うと、先生だけでなく保護者との連携も大事になってくると思います

し、友達間同士での気配りができるようなことへのフォローというか、先生方のアドバ

イスというか、連携がどのようになっているのかなということをちょっと補足して聞け

たらありがたいと思いますが、いかがでしょうか。 

（森企画監） 

児童生徒の情報共有っていうのは、教職員の中ではされていると思います。支援会と

いうものを行っていて、これは本当に気になる子どもに対してのものです。先ほど言わ

れたように、市役所の職員の方もっていうことを言われたと思うんですが、そういうこ

とを事前に全てを把握してっていうことはちょっと難しいのかなというふうには思う



んですが、ちょっと気になることがあったら、教員同士で共有をしてっていうところは、

話はしていると思います。 

それで、それについて気になることを保護者の方にお話をして、学校でこういう状況

でしたが家のほうで変わったことないですかっていうような話もしているとは思いま

す。 

ただ、そこを全てのそういう子どもに対してできているかというと、そこは十分でな

いところはあるんじゃないかなと思います。 

室戸市の中で実際にそういうことで学校に行けていない子供もおりますので、初期の

対応、言われているように、ちょっと気になることがあったら、その時に、「どうです

か」っていうのを保護者の方に聞いたり、あと他の先生にこんな様子なんだけどどうや

ろうかねっていうふうに聞いたりとか、そういうことが気軽にできる関係性っていうの

が職場でも必要ですし、保護者との関係でも必要なのかなというふうに思います。実際

にはなかなかそこが十分にできているかというと、そうではないっていうところはある

かなと思っております。 

（植田市長） 

 ありがとうございます。 

（和泉委員） 

共有は現場ではすると思うんですよね。それで、共有して次どうするかっていうふう

なことがとっても大事だと思います。特に初期。それが後手後手に回ったら、余計こじ

れてくるし、それで学校現場だけで処理できないようなことは、すぐにスクールカウン

セラーとか、教育研究所に相談して力を借りるっていうこと。 

もう一つはね、思ったのが、地域の人の力を借りるかどうかなっていうのが、例えば、

その家庭は学校には話できんけど、地域のこの方やったらちょっと話ができる、ってい

う方がおったら、それがちょっとクッションになるんじゃないかなっていうふうなこと

を、最近の事例で思いました。 

学校だけで処理することは本当に難しいことがこの頃多くなってきていると思うの

で、初期対応と、それから、もう一つは、学校は学校の不十分さを認めることも大事だ

と思う。これは不十分やった、すいませんというような。なんかね、謙虚な気持ちを持

った方がよい。謙虚な気持ちは持っていると思うんですよ、どこもね、多分。 

ただ、そういう時に、子どもが悪い、親が悪い、誰が悪い、誰が悪いじゃなくって、

じゃあどういうふうに解決していくかっていう糸口をみつけるのに、チームだけじゃい

かんし、学校、それから学校内でできんことはもう教育委員会に相談するとか、そんな

ふうなことで、もう早期解決していかんと、本当に室戸市から人が出ていったらいかん

のでね。本当にそう思います。 

（植田市長） 

はい、ありがとうございます。 

（森企画監） 



次に協議事項③放課後児童クラブについて、事務局より説明をお願いします。 

（正木生涯学習課長） 

（資料に沿って説明） 

それでは、説明が終わりましたので、協議をお願いしたいと思います。 

（植田市長） 

放課後児童クラブは今年から室戸市が主体になって動き出して、まだ、市がやる前と

市が主体になってからの現場にどんな違いが出てきだろうかなっていう状況をちょっ

と把握がしきれてない問題がありますけど、こうした時間っていうのは非常に大事な時

間ですので。市がやるにしても、やっぱり保護者の方々のご協力や学校の先生方のご協

力というのは、本当に同じようにご負担になったり、ご支援いただいたりして成り立っ

ているんじゃないかなというふうに思いますけど、何か逆にこんな点はどうなっている

のかとか、市の方に向けて、こういったところをもっとこういうふうな手を差し伸べて

もらったり、支援してもらえたらというようなご意見が現場で聞けていたら教えていた

だきたいという状況でございます。 

（佃委員） 

子ども教室も児童クラブも同じですけど、定期的な訪問をしていただきたい、現状を

知っていただきたいという声は聞きました。やっぱり現状を知っていただきたい。どう

いう状況で子どもと接しているのか。それがまた前回のような問題が起きる歯止めにも

なると思うので、子ども教室の方も含めて、定期的な訪問をしていただきたいなと思い

ます。 

（正木生涯学習課長） 

新年度入って、子ども教室については色々とありましたので定期的には行くようにし

ています。児童クラブにつきましても、毎日は行けてはいないんですけども月に１回２

回ぐらいは現場の様子を見に行くようにしています。 

（和泉委員） 

３つの放課後子ども教室で、コーディネーターの話し合いっていうか、うちはこうい

うことをしていますというふうなことの共有があったらなと思います。 

その一つとして夏休みの過ごし方、それぞれの子ども教室によって企画しているのが

違うと思うし、例えば、佐喜浜だったら、市の図書館に、市の車で行って、そこで読み

聞かせしてもらって、本を借りてくる。じゃあ、吉良川、羽根も、「あ、そんなことが

できるのか。じゃあ、うちもちょっと要請してみようか。」とか、他を知るっていうこ

とが大事だと思う。 

それと、もう一つ、夏休み中の働き方、夏休み中、お盆休み中とか、いつが休みかと

か、時間は何時から何時までとか。そこで働く職員が１０時から４時までの人もおった

ら、１１時から５時までの人もおるとか、そういうふうな意見交換、情報共有をしたら、

人員確保のこととか工夫ができるんじゃないかなと思います。 

だから、コーディネーターの会みたいなのを、共有会っていうか、情報交換会ってい



うのかな、そんなのをもってみたらどうかなって思います。 

それも市が企画をしないといけないことだと思いますけど、どうですか。 

（植田市長） 

とても良いことだと思います。 

（正木生涯学習課長） 

コーディネーターが３名おりますので、この３名での各教室での様子等を話し合う機

会を設けたいと思います。 

（植野委員） 

夏休みの、子ども教室、児童クラブとかの利用者の数とかはどんな状況ですか。 

（正木生涯学習課長） 

児童クラブについては、６７人登録がいますが、全員は来ていないです。日によって

参加人数は違います。こども教室については、数は今把握していないのですが、暑いと

いうこともあって、実際利用の子は少ない状況です。 

（和泉委員） 

佐喜浜だけだったら、わかります。佐喜浜は、小学校が２３名。その内１３名ぐらい

が夏に来ている。ほぼ毎日来ているのが１０名ぐらいで、イベントがあったら、ちょっ

と増えたりっていうような感じで来ている。たまたま行った時には、男の子が１人しか

来ていなかった。女子は多かった。不思議なことに、男子１人しか来ていなかった。男

女の違いっていうか、興味があったから、なんでって聞いてみた。そしたら、野球をし

ているとか、そこでじっとよう過ごせん子は来てませんっと言っていた。 

「途中で帰りたくなる。」と言っていた。そこに行ったら、今は暑いし、外で遊べな

い。屋内だけの、本当に狭いとこで１日中おるのがなかなかね。だからここで今、夏を

過ごせない子は来ませんって話をしていました。 

まあ、佐喜浜は半数、登録の半数ぐらいかなっていう感じでした。 

（佃委員） 

それに関連して、毎日行くじゃないですか。今日も明日も。でもホールでは暑いので

遊べない。じゃあ、何をするかになると、毎日することがなくなるんですよね。遊ぶ道

具も少ないですよね。毎日折り紙数枚とか。毎日はちょっと続かないですよね。 

それで支援員たちが家で使わなくなった遊び道具を持ってきてくれて、それをしてた

んですけど、それってやっぱり支援員たちの負担にもなるんで、何かこう、提案、こう

いうことをしたらとか、もう毎日することがなくて、じゃあ家でゲームをしたらいいと

か、テレビを見たらいいとかっていう選択にならないように、何か毎日何か、そこも提

案してもらえたらなとは思います。 

（和泉委員） 

そういうことがコーディネーター同士が集まって、うちはこんなことをしているとか

の情報交換したら広がっていくと思うんですよね。 

佐喜浜を見ていたら、１週間に１回ぐらい料理を作って、今日はピザを作ろう、お昼



にみんなで食べようとかね。やり方の共有をして、こちらから提案もいいけど、自分ら

からこう見出していく、コーディネーターがその地域の実情に応じて生み出していく。 

あと、小さいプールを作って、そこでゴム風船を作ってぶつけ合いとかをしたことも

あったっていうね。 

（佃委員） 

それは支援員さん同士が企画をして。 

（和泉委員） 

そうそう、コーディネーターが企画して、お金は３００円とか集めて。あとお好み焼

きの時もなかったかな。お好み焼きとか、そういう共有もできたら。 

（植野委員） 

吉良川の子ども教室では８月のカレンダーで配られるお便りに、家からゲームじゃな

くて、おもちゃは持ってきても構いませんって書いてあったんで、やっぱり自分の、そ

の子が気に入っているおもちゃを持ってきて、友達と遊んだりするのは、OK だったの

で、それだったら負担にもならんし、好きな遊びで友達と遊べるので。 

それもね、共有したら。うちも、じゃあ自宅から好きなおもちゃ持ってきていいよっ

て言ったら、遊べるかなと思って。 

（和泉委員） 

３つの所で共有、情報交換したら、さらにいいものが生まれると思う。 

（植田市長） 

課が違っているから気になってないかもしれないけど。例えば、人権啓発課で e スポ

ーツなんかもやっているから、順次やってみたいところがあったら、借りていって、テ

レビがあればできるから。市も月に１回か２回かイベントみたいに使っているだけだか

ら、人権啓発課に借りるように話をしてみたらいい。 

（植野委員） 

昨年の夏、吉良川の子ども教室は、ジオパークの方が来てくれて、何かを作って、そ

ういうイベントとして、ちょっと参加の子どもが少なくて２人とかやったんですけど、

やってもらって。 

（植田市長） 

それもいいんじゃない？ジオパークの井戸端会議に参加してもらったりしてもいい

し。 

（和泉委員） 

それは佐喜浜もやっています。去年もやって今年もやっている。市の図書館に行くの

も、去年初めてやって、今年もやって。だからこちらから、学校の探究と一緒で、与え

るばっかりじゃなくて、話をする中で、自分たちでね、こう見出していくのがいいのか

なと思います。 

（森企画監） 

ありがとうございました。 



次に協議事項については、３，その他に入りたいと思います。 

その他、何かないでしょうか。 

事務局の方から何か連絡事項とかないですか。 

はい、それでは長時間にわたりまして、どうもありがとうございました。本日の議事

はすべてこれで終了とさせていただきます。これをもちまして、令和７年度第１回室戸

市総合教育会議を終了いたします。どうもありがとうございました。 

 

 


